
令和８年９月１日

お知らせ

一般財団法人岡山県遺族連盟

担当：増本 086-271-7175

岡山県遺族連盟第３回平和の語り部定期講話会のご案内

一般財団法人岡山県遺族連盟(理事長：三宅禎浩）では、恒久平和の実現に向けて、戦争

体験者の記憶を多くの人々に伝えるため、第３回平和の語り部定期講話会を次のとおり

開催することといたしましたので、お知らせします。

記

１ 主 催 一般財団法人岡山県遺族連盟

２ 日 時 令和８年１０月５日（月） 岡山県戦没者秋季慰霊祭終了後

※概ね１１時４５分頃～１２時３０分 約４５分程度

３ 場 所 岡山縣護國神社「いさお会館」 岡山市中区奥市3-21

４ 参 加 者 どなたでも参加できます。

５ 参加申込 参加申込みは必要ありません。（当日参加可）

６ 講話会概要

（１）主催者挨拶 岡山県遺族連盟 理事長 三宅禎浩

（２）語り部講話

「長く続いた戦争と人々のくらし」～残された家族の戦中戦後～(仮題)

山下桂正氏（岡山県遺族連盟副理事長・備前市遺族連合会会長）85歳

山下様のお父様は、昭和19年(1944年）7月に激戦地サイパン島で戦死されて

います。お父様は、ご自身が生まれて間もなく中国に出征され、次に会ったのは、

サイパン島に移動する際の一時寄港地の福岡で、これが今生の別れとなりました。

今回は、お父様の遺書に書かれていた家族への思いやご自身が経験された戦

後の労苦、地域の戦争の歴史などについてお話しいただきます。

（３）質疑等


